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ンド名をを別に数えた数、左の”medicinal product records”は、market authorization 
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再評価の前史 
 

第1次 再評価 ～1967.9.30 通知 41 回 (1973-1995.9) 
 

約 10 万：1967（Ｓ42）9.30 前に承認されていた製品 
約 3 万 ： 再評価の対象 
 （約 7 万は、それ以前に流通のなくなっているもの等で

再評価の申請をしなかった） 

約 2 万 ：再評価にあたりさらに約１万が自主的に撤退 

 
津谷喜一郎. 日本に薬はいくつあるか？. 第 17 回臨床薬理富士五湖カンファレンス「臨床

薬理の新たな展開」, 富士吉田, 2002.8.22 , 臨床薬理の新たな展開－第 17 回臨床薬理富士

五湖カンファレンス－. 昭和大学医学部第二薬理学教室, 2003. p. 54-81 より一部改変 
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出所） 津谷喜一郎.Essential Medicine とオーストラリアにおける医薬品制度の現状.臨床医

薬 2004; 20(4):419-21 

(ここでの数は、ポジティブリスト、すなわち日本でいう薬価が付き保険で償還される医薬品の

数) 

 
医薬品選択(drug selection)は、医薬品の承認、保険給付、hospital formulary、

臨床医 (p-drug)など、いくつかのレベルでなされる。これに関する議論は、後

ろの、検証３としての考察で述べる。 


